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【資料 6】商店街とまちおこし “これまで”と“これから” 

～観光まちづくりにおける「交流」の意味を考える～ 
 

山村高淑（北海道大学観光学高等研究センター） 
松本真治（鷲宮町商工会） 

 
 
「観光まちづくり」すなわち「観光」を通した「まちづくり・まちおこし」を考える

際に、最も重要な論点のひとつは、観光を通した様々な主体間の「交流」を如何に「ま
ちづくり・まちおこし」に結び付けていくか、という点にあります。 

これまでの「観光まちづくり」の議論においては、旅行者に訪れてもらう空間整備や
地域住民によるお宝探しなど、地域資源の開発（発掘・整備）について論じられること
がほとんどでした。しかしこうしたアプローチでは、既存の地域資源が多い地域や新た
な開発に投資ができる経済的余裕の高い地域が圧倒的に有利になり、本来まちおこし・
むらおこしが必要な地方中小都市や農山漁村は、具体的効果をあげられないことが多い
のが実際のところです。 

こうした実情を踏まえますと、「観光まちづくり」の論点を「資源開発」から人中心
の「交流開発」にシフトすることで、今後のまちおこし・むらおこしの議論の可能性は
大いに広がるのではないでしょうか。つまり、これからの「観光まちづくり」が志向す
べきなのは、従来型の「消費する旅（買う・見る快楽）」でも「体験する旅（経験する
楽しみ）」でもなく、「交流する旅（交流する喜び）」である、ということを地方から発
信しくことに大きな意義があると考えています。 

では、「観光まちづくり」における「交流」とは、具体的にどのような方向性を目指
すべきでしょうか。ただ単に、挨拶を交わしたり、買い物をしたり、同じ空間に居合わ
せたりすることで十分でしょうか。長野県大町市の取り組みや、鷲宮町・幸手市の取り
組みから私たちが学ぶことができるのは、人と人が何かを共有することで、アニメのフ
ァンが地域のファンになっていったプロセスがまちおこしにとって非常に重要だった
という点です。つまり、 
※ある場所において、「誰と」「何を」「どのように」共有していくのか 
※そして、そうすることで、「如何にまちのファンになってもらえるのか」 
が、「交流」を如何に「まちづくり・まちおこし」に結び付けるかのポイントとなるの
ではないでしょうか。 
 

  


